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区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識

の確立 

〇服務研修は，年間を通して計画的

に行っているが，「誰でも過ちを

侵し得る」という当事者意識をも

つために，更なる研修の充実を図

り，日常の行動に結びつける必要

がある。 

〇服務研修では当事者意識をもつため

のより実践的な研修を実施する。 

〇ヒヤリハット事案を共有しながら，教

職員一人一人の規範意識の高揚・徹

底を図る。 

〇類型ごとの留意点も理解できるような

参加型・体験型の校内研修を行う。 

〇日々の会話の中で，不祥事につなが

る日常の行動等を出し合い，改善策を

共有する。 

〇学期に１回，服務研修につ

いてのアンケート調査を

行う。 

 

〇毎月の不祥事防止委員会

で，研修内容を点検する。 

 

学校組織としての

不祥事防止体制の

確立 

〇定期的に不祥事防止委員会を開

催する。 

○不祥事を許さない職場環境づくり

を継続して進めていく必要があ

る。 

〇情報の共有化を更に推進する必

要がある。 

〇管理職からの指導助言に基づき，教

職員同士のコミュニケーションをさら

に促進し，組織で仕事を進めることが

できるようにする。 

〇教職員同士が互いに声かけをし，不

祥事の未然防止ができるようにする。

整理整頓を心がける。 

〇学年部や分掌会議等で互いの仕事の

進捗状況を確認し，特定の者に負担

がかからないようチームでサポートす

る体制をつくる。 

〇教職員同士が声をかけ合い，何でも

相談できる風通しの良い職員集団を

つくる。また，常に整理整頓を管理職

が率先して行うことにより，範を示す。 

〇月１回の学校経営会議，分

掌会議で情報交換を行

い，状況を把握する。 

 

〇お互いの日常の声掛けと

共に，毎月の不祥事防止

委員会で状況を把握す

る。 

相談体制の充実 〇「性暴力・セクハラ・パワハラ・体

罰に関する通報・相談窓口」につ

いての一層の周知，活用のしやす

さなど，更に認知度を高める必要

がある。 

（スクールカウンセラーの相談件数

が少なく，認知度も低い。） 

〇「性暴力・セクハラ・パワハラ・体罰に

関する通報・相談窓口」の周知を繰り

返し、徹底する。 

〇スクールカウンセラー来校に関する周

知を繰り返し行い，「傾聴・質問・支

援」を基盤とした相談しやすい体制を

構築し，相談者への説明責任を果た

す。 

〇毎学期始め，スクールカウンセラー便

りを発行し，認知度を増していくと共

に，校舎内全ての教室に相談窓口の

ポスターを掲示し，担当の教職員を明

示する。 

 

〇児童・保護者を対象に定期的にアンケ

ートを実施する。 

 

〇学期末に児童，保護者及

び本校教職員を対象に行

ったアンケートを集約・分

析し，改善策を立てる。 

 

〇年２回，児童及び保護者を

対象にアンケートを実施

する。 

不祥事根絶のための行動計画 １ 私たちは，児童を守り育てます。 

２ 私たちは，法規・法令を遵守します。 

３ 私たちは，不祥事を許しません。 

４ 私たちは，保護者・地域から信頼される学校作りに努めます。 



 


